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This paper explores the role of surprise in the fostering of rationality by critically examining 
Scheffler’s concept of surprise as a cognitive emotion. This study demonstrates that surprise 
enables an unreflective reaction to cognitive contents, such as questions and criticism, relevant to 
the processes of teaching and learning, thereby drawing learners’ and teachers’ reflective 
attention to the contents. Moreover, surprise serves to motivate learners to consider reasons for 
newly recognized content. It also inspires teachers to flexibly respond to various questions put 
forward by children, as also to their expressions of wonder. Therefore, I conclude that surprise 
substantially contributes to teaching and learning in the fostering of rationality. 
 




動を称賛して」(1977 年) という論文*2 において、教育および科学の分析哲学者として知られるイズラエ
ル・シェフラー*3 は、情動とわれわれの認知的活動の一つである、教えと学びにおける情動の役割を詳
                                                        
*1 例えば、Solomon (ed.)(2003)参照のこと。心理学、脳科学、および、認知科学などを含む他分野の研究において、情
動は 1990 年代から注目されるようになっている(Evans, 2004, p. xi)。 
*2 この論文は Scheffler (1991) に含まれている。 
*3 シェフラーの教育哲学の特徴については、Curren, Robertson and Hager (2003)および Siegel (1997a; 2001)を参照の

























さらに、Rorty (ed.) (1980) の情動についての論文集を皮切りに、情動の哲学研究は精力的に展開さ
れており、情動と認知との関連性はその中で「認知主義(cognitivism)」という表題のもとで検討されている
                                                                                                                                                                             













(emotional cognition)」と呼ばれる認知の特徴が論じられている。Steutel and Spiecker (1997) では、シェフラーの議論
において認知的情動と区別される「合理的情念(rational passions)」と呼ばれる情念に焦点が当てられ、この合理的情
念と認知的徳(cognitive virtue)との関係が論じられている。 
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*6 近年の情動の哲学研究の中では、Brun and Kuenzle (2008, p. 24)において、シェフラーの認知的情動は簡単に言及
されている。 
*7 たとえば、Solomon (1976)を参照のこと。この情動研究は、実存主義の研究に基づく情動についての研究で、情動の
現代哲学の先駆的研究の一つと見なされている(Goldie, 2007, pp. 934–5)。 
*8 たとえば、Greenspan は「パースペクティブ的説明(perspectival account)」と呼ばれる考えを提示し、それによれば、情
動は熟慮の結果ではなく、特定の状況で利用できる部分的証拠に依拠して形成されたパースペクティブに基づいて、
その状況に当座の反応を示す機能を果たす、と言われる(2004a, pp. 128–30; 2004b, pp. 210–1)。 
*9  この点は、第三節において詳述される。 
*10 情動の哲学や心理学研究の背景のもと、道徳哲学などでは、たとえば、道徳における情動の役割を論じる研究が行
われ始めている(e.g., Roberts, 2003)。 
*11 クリティカル・シンキング教育研究の現在の概要を知るためには、Bailin et al. (1999)および Bailin and Siegel (2003)
を参照のこと。また、クリティカル・シンキング教育を含めた、教育認識論研究の概要は、Robertson (2009)、日本語の



























                                                        
*13 シェフラーの文献の引用の際には、以下の略記号を用いることにする。 
LE: (1960). The Language of Education. Springfield, Illinois: Charles C. Thomas. 
CK: (1965). Conditions of Knowledge: an Introduction to Epistemology and Education. Glenview, Illinois: Scott, 
Foresman. 
RT: (1973). Reason and Teaching. London: Routledge and Kegan Paul. 
PCE: (1991). In Praise of the Cognitive Emotions and Other Essays in the Philosophy of Education. New York: 
Routledge. 
*14 シェフラーは、ここで使われる「reason」が、何人かの近代哲学者たちが想定したような、しばしば「理性」と言われる普
遍的な心の認識能力(universal faculty of the mind)のことではないことを強調する。誤解を防ぐためにシェフラーは
「普遍的な心の認識能力」を表す理性について言及する必要があるときには、「Reason」という、「R」を大文字にする表
記法を用いている(e.g., RT 62)。ここで、翻訳について注意をしておきたい。シェフラーの Reason and Teaching は『理

































ンである。*16 (強調原著, RT 62) 
 
ここで教えることは、教え込みや洗脳と次の点で区別される。それは、教えることにおいて学ぶ者は、特定
                                                        










































                                                        
*17 同様な論点は LE において見られ、また、CK 第一章においても簡単に言及される。 
*18 合理性の育成では、技能だけでなく、子どもの性格特性の涵養まで考慮される必要があるという考え方は、現代のク
リティカル・シンキング教育研究や、徳認識論に基づく知的徳の育成の議論において広く認められる。Bailin and 
Siegel (2003)、Battaly (2006)、Paul (1982)、Siegel (2008) を参照のこと。 
シェフラー自身は、合理的性格に関して次のように述べている。「合理的性格と批判的判断は、大人との経験や批
判に参加していくことを通して、そして、教師だけでなく学ぶ者に対する尊厳も敬う対応を通してのみ、育つ」(RT 
































                                                                                                                                                                             
77)。 
















てきた(Bailin & Siegel, 2003, p. 190)。その中でも重要な批判の一つは、合理性を育むことを重視すること
で、その教えや学びのプロセスで果たす情動の役割が軽視されてしまうのではないか、というものである。

















                                                        
*21 過度に合理性に依拠することで、人間の情動などの側面が軽視されると主張する、影響力のある批判の一つは、
Code (1991; 1993) である。 


































                                                        














































































































































































                                                        
*24 シェフラーの議論では、正しい信念や妥当な結論を得るための好奇心や関心をもたないことは「認識論的無関心
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